
連
合
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）に
よ
る
〉を
誇
る
。

わ
れ
わ
れ
一
行
は
、
ベ
ニ
テ
ス
大
統
領（
当
時
。

２
０
２
３
年
８
月
に
政
権
交
代
で
退
任
）や
、
ア
リ

ア
ナ
次
期
副
大
統
領（
現
副
大
統
領
）な
ど
と
懇
談
し
、

日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
高
い
関
心
を

確
認
で
き
た
。
ま
た
、
同
国
で
は
近
年
、
積
極
的
な

外
資
誘
致
策
、
低
い
税
率
、
安
価
な
労
働
力
や
電
力

等
を
背
景
に
、
外
国
企
業
の
進
出
が
活
発
化
し
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
日
本
企
業
の
積
極
的
な
進
出

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
国
際
的
に
脱
炭

素
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
電
力
の
１
０
０
％
を
水

力
発
電
で
賄
う
同
国
が
、
豊
富
な
水
力
資
源
を
活
用

し
て
、
グ
リ
ー
ン
水
素
や
肥
料
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の
生

産
・
輸
出
を
拡
大
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
こ
と
も
印

象
的
で
あ
っ
た
。

次
の
訪
問
国
ウ
ル
グ
ア
イ
は
、
民
主
主
義
指
数
（
注
２
）、

腐
敗
認
識
指
数
（
注
３
）等

で
中
南
米
首
位
で
あ
り
、
成
熟
し

た
民
主
主
義
の
も
と
、
堅
実
な
マ
ク
ロ
経
済
運
営
を

行
っ
て
い
る
。
特
に
Ｉ
Ｔ
分
野
で
は
、
豊
富
で
質
の

高
い
労
働
力
を
有
す
る
こ
と
に
加
え
、
フ
リ
ー
ゾ
ー

ン
「
ソ
ナ
・
ア
メ
リ
カ
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
世
界

に
開
か
れ
た
市
場
と
し
て
投
資
誘
致
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
パ
ガ
ニ
ー
ニ
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
鉱
業

大
臣
と
の
懇
談
で
は
、
食
料
、
Ｉ
Ｔ
、
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野
で
、
日
本
企
業
の
進
出
へ
の
期

待
が
表
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ

Ｐ
Ａ
は
極
め
て
重
要
と
の
発
言
が
あ
り
、
大
い
に
勇

気
づ
け
ら
れ
た
。

日
本
に
と
っ
て
、
人
口
約
３
億
人
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
兆

ド
ル
超
の
一
大
経
済
圏
で
あ
る
メ
ル
コ
ス
ー
ル
諸
国

と
の
経
済
関
係
強
化
は
、
最
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題

と
い
え
る
。
他
方
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
諸
国
に
と
っ
て

も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
３
位
の
日
本
市
場
に
対
す
る
輸
出

拡
大
お
よ
び
高
品
質
な
日
本
製
品
の
輸
入
促
進
、
日

本
か
ら
の
投
資
拡
大
と
い
う
大
き
な
利
点
が
存
在
し

て
い
る
。
経
団
連
は
長
年
、
そ
う
し
た
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
経
済
関
係
強
化
に
向
け
て
、
日
本
メ
ル

コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
実
現
を
訴
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
経
団
連
で
は
、
７
月
９

日
か
ら
12
日
の
日
程
で
、
私
が
団
長
を
務
め
る
21
人

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
加
盟
国
で
あ
る

パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
３

カ
国
に
派
遣
し
た
。
現
地
で
は
、
各
国
の
政
府
要
人

や
経
済
界
に
対
し
て
、
日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
早
期
実
現
と
、
各
国
と
の
さ
ら
な
る
経
済
関
係
の

強
化
を
働
き
か
け
た
。
以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。

多
様
性
に
富
む
３
カ
国
。

国
ご
と
の
課
題
を
再
認
識

最
初
の
訪
問
国
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
南
米
で
唯
一
、

台
湾
と
の
外
交
関
係
を
有
す
る
ほ
か
、
経
済
面
で
は

農
牧
畜
業
と
電
力
が
輸
出
総
額
の
８
割
以
上
を
占
め

る
。
主
要
農
産
品
は
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
コ
メ
、

小
麦
、
綿
花
、
マ
テ
茶
、
ゴ
マ
等
で
あ
り
、
と
り
わ

け
、
日
本
人
移
住
者
が
導
入
し
、
急
成
長
を
遂
げ
た

大
豆
の
輸
出
量
は
世
界
３
位〈
２
０
２
１
年
、
国
際

訪南米ミッションを派遣
─日本メルコスールＥＰＡの早期締結を
各国要人に働きかけ

報
告

加
かせ
瀬 豊

ゆたか
中南米地域委員長
双日特別顧問

日
本
と
メ
ル
コ
ス
ー
ル（
南

米
南
部
共
同
市
場
）諸
国
と
は
、

長
き
に
わ
た
り
友
好
関
係
を
構

築
し
て
き
た
。
経
済
分
野
で
は
、

日
本
は
メ
ル
コ
ス
ー
ル
か
ら
鉄

鉱
石
等
の
鉱
物
資
源
や
ニ
オ
ブ
（
注
１
）、

リ
チ
ウ
ム
等
の
レ
ア
メ
タ
ル
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
等
の
畜

産
飼
料
な
ど
を
輸
入
す
る
一
方
、

メ
ル
コ
ス
ー
ル
に
対
し
て
、
自

動
車
、
機
械
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど

を
輸
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

様
々
な
業
種
の
日
系
企
業
が
生

産
拠
点
を
置
く
な
ど
、
両
者
は

貿
易
や
投
資
を
通
じ
、
強
固
な

互
恵
関
係
に
あ
る
。
加
え
て
、

日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
通

じ
た
人
的
つ
な
が
り
は
、
相
互

理
解
と
相
互
交
流
を
支
え
る
財

産
と
な
っ
て
い
る
。
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ベニテスパラグアイ大統領（当時）（左）

マサアルゼンチン経済大臣（右）

と
懇
談
し
た
。
先
方
か
ら
は
一
様
に
、
二
国
間
の
経

済
関
係
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
日
本
メ
ル
コ
ス
ー

ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
速
や
か
な
締
結
を
働
き
か
け
る
と
の
発

言
が
あ
り
、
大
い
に
意
を
強
く
し
た
。
ま
た
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
は
リ
チ
ウ
ム
、
銅
、
天
然
ガ
ス
等
の
鉱

物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
も
と
よ
り
、
風
力
、
水
力

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、

電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）な
ど
を
含
め
、
日
本
と
の
連
携

に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

メ
ル
コ
ス
ー
ル
諸
国
と
の

一
層
の
経
済
関
係
強
化
を
目
指
す

本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
大
の
成
果
は
、
メ
ル
コ
ス
ー

ル
各
国
の
政
府
要
人
、
経
済
界
か
ら
、
日
本
メ
ル
コ

ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
実
現
に
対
す
る
賛
意
を
得
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
広
範
な
分
野
に
お
け
る

日
本
は
資
源
に
乏
し
い
国
で
あ
り
、
と
り
わ
け
鉱

物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
食
料
・
飼
料
な
ど
、
国
民
の

生
活
や
企
業
の
事
業
活
動
に
不
可
欠
な
物
資
の
多
く

を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
メ
ル
コ
ス
ー

ル
諸
国
と
日
本
は
、地
理
的
に
は
離
れ
て
い
る
が
、グ
ロ

ー
バ
ル
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
適
切
な
リ
ス

ク
の
分
散
と
管
理
の
観
点
に
立
て
ば
、
天
然
資
源
や

食
料
の
安
定
的
な
供
給
源
と
し
て
大
き
な
存
在
感
を

示
す
メ
ル
コ
ス
ー
ル
諸
国
と
の
間
で
、
よ
り
緊
密
か
つ

強
固
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、メ
ル
コ
ス
ー
ル
諸
国
は
、環
境
保
全
・
脱
炭

素
の
推
進
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、水
力
、風
力
、太
陽
光
な

ど
豊
富
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
し
、
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
や
バ
イ
オ
ガ
ス
の
生
産
と
利
活
用
な
ど
に

先
駆
的
に
取
り
組
み
、
豊
富
な
知
見
と
経
験
を
蓄
積

し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
と
も
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
諸
国
と
の
経
済
関
係

強
化
に
向
け
て
、
そ
の
制
度
的
基
盤
と
し
て
の
日
本

メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
締
結
を
目
指
し
、
各
方

面
へ
の
働
き
か
け
を
粘
り
強
く
継
続
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
同
国
の
首
都
モ
ン
テ
ビ
デ

オ
に
あ
る
メ
ル
コ
ス
ー
ル
本
部
で
、
サ
ギ
エ
ル
事
務

局
長
と
懇
談
す
る
機
会
を
得
た
。
同
事
務
局
長
は
、

日
本
は
メ
ル
コ
ス
ー
ル
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
が
、
近
年
は
、
貿
易
・
投
資
相
手
国
と
し
て
の
順

位
を
落
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
今
後
の
関
係
強
化

に
強
い
期
待
を
表
明
し
た
。

最
後
に
訪
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と

並
ぶ
南
米
の
大
国
で
あ
り
、
Ｇ
20
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
。
広
大
で
肥
沃
な
大
地
は
豊
富
な
食
料
を
産
出
し
、

大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
麦
等
、
穀
物
の
主
要
生

産
・
輸
出
国
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鉱
物
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
生
産
・
供
給
国
で
も
あ
り
、
特
に
リ

チ
ウ
ム
は
世
界
有
数
の
埋
蔵
量
を
誇
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
マ
サ
経
済
大
臣
、
カ
フ
ィ
エ
ロ
外
務
大
臣
、
マ

ル
コ
・
デ
ル
・
ポ
ン
ト
大
統
領
府
戦
略
庁
長
官
な
ど

（
注
１
）ニ
オ
ブ
：
レ
ア
メ
タ
ル
の
一
つ
で
、
超
電
導
材
料
な
ど
に
用
い

ら
れ
る

（
注
２
）民
主
主
義
指
数
：
英
国
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・

ユ
ニ
ッ
ト（
Ｅ
Ｉ
Ｕ
）研
究
所
が
毎
年
発
表
し
て
い
る
、
各
国
の
政

治
の
民
主
主
義
の
状
態
を
評
価
す
る
指
数
。
ウ
ル
グ
ア
イ
は
２

０
２
２
年
、
８
・
91
で
世
界
11
位（
日
本
は
８
・
33
で
16
位
）

（
注
３
）腐
敗
認
識
指
数
：
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
毎
年
発
表
し
て
い
る
、
政
府
・
政
治

家
等
公
的
部
門
の
腐
敗
度
を
評
価
す
る
指
数
。
指
数
が
高
い
ほ

ど
腐
敗
度
が
低
い
。
ウ
ル
グ
ア
イ
は
２
０
２
２
年
、
指
数
74
で

世
界
14
位（
日
本
は
73
で
18
位
）

投
資
機
会

と
今
後
の

連
携
に
高

い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が

あ
る
と
の

認
識
で
双

方
が
一
致

し
た
こ
と

も
大
き
な

収
穫
で
あ

っ
た
。

51 2023・11


